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田
た な べ

部グループ

地域の自然・人を想い
新たな時代を切り拓きながら成長

　

田
部
グ
ル
ー
プ
を
経
営
す
る
田
部
家
は
、

た
た
ら
製
鉄
で
栄
え
た
日
本
有
数
の
山
林

王
で
知
ら
れ
る
。
祖
先
は
鎌
倉
時
代
の

１
２
４
６
年
、
紀
州
熊
野
（
現
在
の
和
歌

山
県
）
か
ら
旧
吉
田
村
に
入
部
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
室
町
時
代
の
１
４
６
０
年
、
初

代
の
田
辺
彦
左
衛
門
が
、
神
夢
に
よ
り
川

で
砂
鉄
を
採
り
集
め
、
製
鉄
を
始
め
た
。

古
来
、
鉄
は
人
の
暮
ら
し
に
一
番
身
近
な

金
属
。
島
根
県
南
部
の
中
国
山
地
一
帯
は
、

良
質
な
砂
鉄
が
採
れ
、
木
炭
の
原
料
と
な

る
森
林
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、「
た
た

ら
」
と
呼
ぶ
伝
統
技
法
に
よ
る
製
鉄
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
田
部
家
が
吉

田
村
で
興
し
た
た
た
ら
製
鉄
は
、
生
産
量

が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
村
の
一
大
産
業
と

な
っ
た
。
製
鉄
に
携
わ
る
人
は
も
と
よ
り
、

砂
鉄
を
採
る
人
、
山
を
育
て
る
人
、
燃
料

の
木
炭
を
作
る
人
、
運
搬
用
の
牛
馬
の
世

話
を
す
る
人
な
ど
多
く
の
従
事
者
と
家
族

が
集
ま
り
、
活
気
に
満
ち
た
企
業
城
下
町

を
形
成
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
松

江
藩
か
ら
屋
号
「
前
綿
屋
」、
10
代
目
か

ら
田
部
長
右
衛
門
の
名
を
賜
り
、
鉄
師
頭

取
を
務
め
た
田
部
家
。
本
家
住
居
跡
の
玄

関
前
に
今
も
整
然
と
立
ち
並
ぶ
20
棟
の
土

蔵
群
は
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
ぶ
り
を
伝
え

て
い
る
。

　

島
根
県
雲
南
市
吉
田
町
、
松
江
市
な
ど

を
拠
点
に
、
山
林
関
連
事
業
、
住
宅
・
造

園
・
環
境
緑
化
事
業
、
外
食
Ｆ
C
運
営
、

特
産
食
品
の
製
造
販
売
な
ど
を
手
が
け
る

《
株
式
会
社
田
部
》。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

特
化
し
た
活
動
と
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
分
社
化
に
歩
み
を
進

め
た
。
２
０
１
９
年
設
立
の
《
株
式
会
社

た
な
べ
の
杜
》
は
、
個
人
邸
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
の
設
計
施
工
を
中
心
に
、
不
動

産
の
開
発
・
販
売
・
賃
貸
事
業
、
公
共
施

設
の
環
境
緑
化
工
事
ま
で
幅
広
く
展
開
。

20
年
設
立
の
《
株
式
会
社
T
A
N
A
B
E

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
チ
ン
》
は
、
１
９
７
２

年
に
山
陰
エ
リ
ア
第
１
号
店
を
出
店
さ
せ

た
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を

は
じ
め
、
ピ
ザ
・
ハ
ッ
ト
、
マ
ネ
ケ
ン

（
ベ
ル
ギ
ー
ワ
ッ
フ
ル
）
と
世
界
的
外
食

Ｆ
Ｃ
の
運
営
を
、
中
国
５
県
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
で
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
21
年

設
立
の
《
株
式
会
社
た
な
べ
た
た
ら
の

里
》
は
、
保
有
す
る
山
林
の
維
持
管
理
、

特
産
品
の
製
造
販
売
、
こ
の
地
で
５
５
０

余
年
培
っ
た
た
た
ら
製
鉄
文
化
を
活
用

し
、
中
山
間
地
の
活
性
化
に
挑
む
。
こ
の

３
社
を
統
括
す
る
の
が
、
株
式
会
社
田
部

だ
。

５
５
０
余
年
の
た
た
ら
製
鉄
が
礎

常
に
進
化
を
続
け
な
が
ら

食・住・地
域
開
発
事
業
の
多
角
化
へ

自
然
の
恩
恵
を

最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら

企
業
城
下
町
と
し
て
発
展
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「
田
部
グ
ル
ー
プ
が
現
在
営
む
事
業
は
、

た
た
ら
製
鉄
を
営
ん
で
い
た
時
代
か
ら
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
田
部

家
25
代
目
当
主
・
田
部
グ
ル
ー
プ
代
表
の

田
部
長
右
衛
門
氏（
43
）だ
。
21
代
は
た
た

ら
製
鉄
廃
業
を
決
断
し
た
が
、
家
業
を
当

時
、
産
業
用
・
一
般
家
庭
用
の
主
燃
料
だ

っ
た
木
炭
の
製
造
販
売
業
へ
と
舵
を
切
っ

た
。
炉
の
炎
は
消
し
て
も
、
永
く
た
た
ら

製
鉄
で
培
っ
た
林
業
、
製
炭
業
、
木
材
生

産
を
新
事
業
に
据
え
、
活
路
を
見
出
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
後
の
１
９
４
６
年
、
早
く

か
ら
経
営
の
近
代
化
を
志
し
て
い
た
23
代

が
、
株
式
会
社
田
部
の
基
礎
と
な
る
丸
田

薪
炭
有
限
会
社
を
創
立
。
翌
年
に
は
、
現

在
の
日
新
グ
ル
ー
プ
の
母
体
・
日
新
林
業

株
式
会
社
な
ど
複
数
企
業
を
創
立
し
、
山

林
開
発
、
構
造
材
の
合
板
製
造
な
ど
で
林

業
の
振
興
に
貢
献
し
た
。
後
の
建
築
・
住

宅
事
業
進
出
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　
「
23
代
は
私
の
祖
父
に
あ
た
り
ま
す
が
、

事
業
の
多
角
化
を
推
進
し
た
の
は
こ
の
頃

か
ら
で
す
。
家
と
会
社
を
存
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
事
業
を
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
。

私
費
で
病
院
を
設
立
し
た
り
、
大
手
新
聞

社
に
買
収
さ
れ
か
け
て
い
た
島
根
新
聞
社

（
現
・
山
陰
中
央
新
報
社
）
を
、
自
由
で
公

平
な
意
見
を
言
う
た
め
に
は
地
元
の
資
本

で
運
営
す
べ
き
と
社
主
に
な
っ
た
り
と
、

い
つ
も
島
根
全
体
を
ど
う
成
長
さ
せ
る
の

か
を
考
え
、行
動
し
た
人
で
し
た
」と
語
る
。

　

た
た
ら
製
鉄
は
、
１
回
の
操
業
が
３
昼

夜
か
け
て
行
わ
れ
る
。
田
部
家
の
鉄
生
産

が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
享
和
か
ら
文
政
年
間

（
１
８
０
２
～
１
８
２
５
年
）
に
は
年
平

均
87
回
操
業
し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
ほ

ぼ
毎
日
操
業
し
て
い
る
。
粘
土
で
築
い
た

炉
に
風
を
送
り
、
１
５
０
０
度
も
の
高
温

で
砂
鉄
を
溶
か
す
に
は
大
量
の
木
炭
が
必

要
だ
。
そ
の
た
め
、
田
部
家
は
近
隣
の
山

々
を
次
々
と
購
入
し
て
い
き
、
江
戸
か
ら

明
治
に
か
け
、
所
有
す
る
山
林
は
２
万

５
０
０
０
ha
。
同
時
に
田
畑
１
０
０
０
ha
、

牛
馬
１
０
０
０
頭
も
所
有
し
、
た
た
ら
従

事
者
は
４
０
０
０
～
５
０
０
０
名
と
、
当

時
の
村
の
人
口
の
約
半
数
を
占
め
て
い
た
。

　

田
部
家
を
は
じ
め
、
櫻
井
家
、
絲
原
家

が
中
心
と
な
り
、
出
雲
地
方
で
生
産
さ
れ

る
鉄
は
品
質
が
良
く
、
全
国
の
鉄
生
産
量

の
約
８
割
を
占
め
て
い
た
が
、
明
治
時
代

に
な
る
と
原
料
の
砂
鉄
に
代
わ
り
、
輸
入

の
鉄
鉱
石
を
用
い
た
大
規
模
な
製
鉄
業
が

主
流
と
な
り
、
た
た
ら
製
鉄
は
衰
退
し
て

い
く
。
田
部
家
で
も
、
明
治
維
新
を
機
に

松
江
藩
と
い
う
最
大
の
取
引
先
を
失
っ
て

以
来
、
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
持
ち
堪
え

て
い
た
が
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）、

21
代
目
で
た
た
ら
製
鉄
は
一
旦
、
終
焉
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
９
５
９
年
か
ら
社
長
を
継
い
だ
24
代

は
、
69
年
に
島
根
放
送
株
式
会
社
（
現
・

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
）
を
設
立

し
、
メ
デ
ィ
ア
・
Ｉ
Т
事
業
へ
進
出
し
た
。

一
方
、
72
年
に
は
日
本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
と
Ｆ
C
契
約
を
結
ん
だ

の
を
契
機
に
、
外
食
事
業
へ
進
出
。
ま
た

96
年
に
は
《
た
な
べ
森
の
鶏
舎
》
を
開
設

し
、
平
飼
い
卵
の
生
産
や
地
域
の
こ
だ
わ

り
食
品
の
開
発
製
造
に
着
手
し
て
い
る
。

　

25
代
目
の
田
部
長
右
衛
門
代
表
は
、
大

学
卒
業
後
フ
ジ
テ
レ
ビ
勤
務
を
へ
て
、

２
０
１
０
年
に
帰
郷
し
家
業
を
継
承
し

た
。
社
長
就
任
後
は
、
会
社
の
そ
れ
ま
で

の
事
業
や
経
営
管
理
体
制
な
ど
を
す
べ
て

見
直
す
経
営
改
革
を
約
６
年
か
け
て
行
い
、

新
た
な
田
部
グ
ル
ー
プ
発
足
に
導
い
て
い

る
。「
中
に
は
父
が
立
ち
上
げ
た
事
業
を

閉
鎖
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
父
か
ら

は
、『
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
時
は
止

め
て
い
い
。
そ
の
か
わ
り
、
人
だ
け
は
守

れ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、

経
営
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
雇
用
を

守
る
と
い
う
こ
と
。
事
業
は
見
直
し
て
も
、

社
員
の
リ
ス
ト
ラ
は
し
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

社
長
に
就
い
て
数
年
後
、
田
部
代
表
は
、

吉
田
中
学
校
の
生
徒
に
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
際
、
全
校
生
徒
数
が
38
名
ま
で
減
少

し
て
い
る
事
実
に
衝
撃
を
受
け
た
。
か
つ

て
は
１
万
人
以
上
だ
っ
た
町
の
人
口
も
、

今
や
10
分
の
１
ま
で
減
っ
て
お
り
、
生
徒

に
夢
の
あ
る
話
を
す
る
ど
こ
ろ
で
は
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
生
徒
た
ち

に
約
束
し
た
の
は
「
み
な
さ
ん
が
大
人
に

な
る
ま
で
に
、
地
元
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る

よ
う
に
、
仕
事
を
作
り
、
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
」
と
い
う
事
だ
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
は
た
た
ら
事
業
部
を
立

ち
上
げ
、
２
年
後
の
18
年
、
吉
田
町
で
約

１
０
０
年
ぶ
り
に
《
田
部
家
の
た
た
ら
吹

き
》
を
復
活
さ
せ
た
。
一
度
は
途
絶
え
た

た
た
ら
文
化
を
未
来
に
伝
承
す
る
た
め
で

あ
る
。
製
鉄
炉
に
木
炭
と
砂
鉄
を
交
互
に

投
入
し
、
不
純
物
を
取
り
除
き
な
が
ら
１

昼
夜
か
け
、
取
り
出
し
た
鉧
（
ケ
ラ
）
と

呼
ば
れ
る
鉄
の
塊
は
約
１
５
０
kg
。
そ
れ

を
原
料
に
和
鉄
の
ゴ
ル
フ
パ
タ
ー
と
し
て

商
品
化
し
、
大
き
な
反
響
を
得
て
い
る
。

た
た
ら
吹
き
は
そ
の
後
も
年
２
～
３
回
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
一
般
の
参
加
者

も
増
大
し
て
い
る
。「
か
つ
て
の
た
た
ら

操
業
を
復
活
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
今
は

刃
物
や
小
物
を
通
し
、
た
た
ら
吹
き
で
出

来
た
和
鉄
製
品
の
良
さ
を
、
現
代
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
吉

田
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

め
て
い
ま
す
」
と
田
部
代
表
。
地
域
の

１
０
０
年
先
を
み
つ
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
走
り
出
し
て
い
る
。
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 復活したたたら操業にのぞむ田部長右衛門代表   不純物が取り除かれ、製鉄炉から取り出された鉄の塊（ケラ）は、鍛冶職人の手で様々な鉄製品に加工される  製鉄炉に風を
送りながら木炭と砂鉄を交互に投入し、24時間かけて砂鉄を溶かしていく  操業復活を機に和鉄のゴルフパターを商品化。自社ブランドTESSENの銘は、田部家が所有していた鉄の
積み出し船「鐵泉（てっせん）丸」にちなむ     建築事業では建物のエクステリア・造園・植栽も自社一貫で手がける  たなべ森の鶏舎の平飼い卵《彩り天祐卵》は、地元はもと
より東京の高級小売チェーン店にも出荷している  天祐卵と地元食材でバームクーヘンなどの里山スイーツを開発製造  アスレチックパークを開設・運営し、森林空間の有機的な活
用に挑む  ピザ・ハットの店内で焼き上げられたピザ  KFCのオリジナルチキン  KFC出雲斐川店（2022年３月オープン）  KFC福山ばら公園前店（2021年4月オープン）
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初
代
か
ら
25
代
続
く
田
部
家

時
代
の
風
を
敏
感
に
と
ら
え

新
事
業
開
拓
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

地
域
の
誇
れ
る
文
化
を
磨
く

た
た
ら
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
山
間
地
域
の
復
活
を
め
ざ
す
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会社見学

　1946年、前身の丸田薪炭有限会社として創設

された、田部グループの母体企業。たたら製鉄で

培った木炭、薪など木工品の製造販売から始ま

り、1972年、日本ケンタッキー・フライドチキ

ン（株）とのFC契約を機に、外食事業へ進出。

　1992年に（株）田部に社名変更以降も、養鶏

業を主体とした特産食品事業、住宅建設事業、環

境事業、たたら事業などを立ち上げ、時代の変化

に応じた多角事業を展開してきた。現在は、田部

グループ全体の経営戦略および経営管理を行い、

経理・総務部を置く松江本部、大都市を商圏に新

規事業を行う東京事業部で構成されている。東京

事業部は、港区赤坂を拠点に、三ツ星シェフ監修

のお取り寄せグルメ通販《BREJEW（ブレジュ）》

を運営。また、千代田区丸の内で、モダンな創作

和 菓 子と こ だ わ り の 器、 茶 房を 備え た 店

《HIGASHIYA man marunouchi（ヒガシヤ マ

ン マルノウチ）》を運営している。

　雲南市吉田町は、田部グループの原点の地。

2021年設立の（株）たなべたたらの里は、吉田

町を起点に（株）田部が取り組んできた事業をさ

らに進化させ、100年先の町の姿を見据えた地

域創生プロジェクトを推進している。山林事業部

は、保有林を循環型林業で維持管理しながら、後

世に継承する。また、オフセット・クレジット

（J-Ver）制度による森林の温室効果ガス排出削

減、バイオマスボイラーでの山林資源の有効活用

に取り組んでいる。特産事業部では、たなべ森の

鶏舎で平飼い有精卵の《彩り天祐卵》を生産。そ

の卵を活かしたスイーツを開発製造している。そ

してたたら事業部では、田部家560年に渡るた

たら操業の100年ぶりの復活を起点に、ゴルフ

パター、刃物類などの現代の暮らしに合う高品質

なモノづくりを通し、匠の技の次世代への継承を

めざす。今後は観光・農業・教育・文化振興を含

めた総合的な里づくりに挑戦していく。

　たたら製鉄の歴史と共に広大な森を育み、循環

型の山林関連事業を展開する（株）田部は、2002

年から建設業界へと裾野を広げてきた。公共事業

を中心に実績を重ね、個人邸の建築・造園外構工

事、不動産事業にも幅を広げた。そして更なる飛躍

のため誕生したのが2019年設立の(株)たなべの

杜だ。「山（杜）とまちを結び、杜と生きる社会の創

造」をテーマに、無垢の木と緑に囲まれた住環境づ

くりを目指す同社では、営業部、建築部、不動産

部、環境緑化部の各部署に専門知識をもつスタッ

フが在籍し、土地探しから住宅や庭づくりの立案、

コーディネート、施工まで、自社一貫で行うのが強

み。そのため一人ひとりの社員教育に力を注ぎ、セ

ミナー参加、視察、資格取得など、スキルアップに

向けての支援を積極的に行っている。環境緑化部

では、2021年4月、室内を緑化するグリーンレン

タル事業がスタート。その中心で活躍する宇山弘

美さんは、グリーンアドバイザー資格を取得した。

　中国地方でのケンタッキー・フライドチキン 

（以下KFC）、ピザハット、マネケン（ベルギーワッ

フル）の外食FC運営事業を（株）田部から継承し

た（株）TANABEグローバルキッチンは、2020

年、広島県広島市を本部に設立された。コロナ禍

でも新店舗が増えるKFCは、1970年の大阪万博

と共に日本上陸。当時、そのおいしさを体感した

（株） 田部の創業者（23代当主）、2代目社長

（24代当主）が、“地元の人たちに楽しんでもらい

たい”と、1972年、1号店の米子店（旧米子角

盤町店）を開店した。「食を通じてお客様に喜んで

いただき、幸せを届ける」を企業使命に、現在、

KFC／広島県15店舗、島根県6店舗、 鳥取県5

店舗、 岡山県8店舗、 山口県1店舗（22年12月

オープン）、ピザハット／広島県10店舗、島根県3

店舗、鳥取県2店舗、岡山県3店舗、大阪府4店

舗、兵庫県6店舗、山口県1店舗（22年12月オー

プン）、マネケン／島根県1店舗を展開している。

理解ある職場環境で
仕事と育児両方頑張る

結婚を機に東京から島根に
移住。出産後、家庭・育児
との両立を考え、簿記２級
を取得し経理事務での再就
職を目指した時、当社と出
会えました。今は先輩や上
司に助けていただきながら
伝票入力などが主な仕事。
いつかは管理会計などで会
社に貢献できるようになり
たいです。

KFC&ピザ・ハット鳥取駅南店は、山陰
で4店舗目の複合店舗として2022年秋に
オープンした最新の店舗だ

田部家が紀州田辺から移り住んで750
年。江戸期に全盛を極めた「たたら製鉄」
を生業として560年。自然と共生しなが
ら、日本の和鉄生産の中心地として栄え
た歴史を今に伝える雲南市吉田町の町並
みは、田部の原点で在り続ける

（株）たなべたたらの里は、吉田町のたた
らを基軸に、自然、環境、食、文化、芸
術、民俗など、地域に今ある魅力を一つ
一つ磨いていき、地域の活性化を行う会
社 

2022年6月公開の出雲地区初となる建売
モデルハウス。外壁に杉の無垢材を張り
木の温もりが迎える玄関とアプローチの
植栽、ナラの無垢フローリングの約18帖
のLDK、無垢材の建具など、木と緑に囲
まれる暮らしを提案している

松江本部経理部

吉山 玲子さん（43）
（2021年5月入社）

お客様の「楽しかった」
が仕事のモチベーション

吉田町の森林資源を活用し
た《フォレストアドベンチ
ャー・たたらの里》の立ち
上げ・運営を担当し、無事
プレオープンでお客様を迎
えることができました。新
事業では、社内外の人を巻
き込み、協力を得ないと前
に進めません。人とのつな
がりが大切だと実感しまし
た。

グリーンを通して
過ごしやすい環境を提案

大学では森林生体環境学を
学んだので、田部グループ
の活動に興味を持ち、入社
しました。主に企業への観
葉植物による室内緑化を提
案し、植物の仕入れから納
品、維持管理までを担当し
ていますが、お客様一社ご
とにふさわしい物を選び提
供し、喜ばれるのがやりが
いです。

環境緑化部

宇山 弘美さん（43）
（2021年4月入社）

田部グループ

お客様が笑顔になって
帰られる店作りが目標

新入社員研修で田部グルー
プやKFCの歴史、店での接
客や店舗運営などを学び、
現在は広島市内の店舗で、
接客、調理、商品の在庫管
理などを学んでいます。今
後もさらに知識を増やしな
がら、お客様に笑顔で帰っ
ていただける店舗作りをし
ていきたいです。

KFC事業部

原田 紗也さん（27）
（2020年４月入社）

地域開発部・店舗販売管理部

橋本 友太さん（26）
（2021年11月入社）

株式会社 田部

株式会社 TANABEグローバルキッチン

株式会社 たなべの杜

株式会社 たなべたたらの里
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